
【事業所概要（事業所記入）】
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【評価機関概要（評価機関記入）】

　 ○

○

○

○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○

○

０１９６４０００６３

有限会社　横木介護サービス

事業所名

所在地

NPO法人　福祉サービス評価機構Kネット

自己評価作成日 平成27年9月18日 評価結果市町村受理日 平成27年11月10日

　（別紙４-１）

法人名

事業所番号

自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

訪問調査日

評価機関名

所在地

グループホームあふんの里は、雄大な暑寒別岳や日本海に囲まれ、自然豊かな環境
に位置している。あふんの里がある阿分地区は民家が点在し、その周辺には、畑が広
がっています。地域の顔なじみの方々も多く、代表者や職員も居住し、いつでも支援で
きる体制になっています。入居者の皆様は、ウッドデッキに出ての外気浴を通して、畑
の野菜の成長を楽しんだり、近くを走るＪＲに手を振るなど、楽しく生活されています。畑
で取れた野菜は、入居者様より知恵を頂き、職員と一緒に調理をしています。また、居
室には、洗面所やトイレが設置してあり、入居者様一人一人のプライバシーの確保や、
排泄の支援が出来る環境作りを行っています。開設４年目になりますが、退去者は１名
と少なく、入居者様同士も家族のように接し、いたわり合って日々暮らしています。皆さ
んが自分らしく生き生きと安心して暮らしていけるように、職員全員が共通の思いを持
ち日々介護させて頂いております。

平成27年10月14日

増毛郡増毛町阿分２２４番地の９

グループホーム　あふんの里

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

当事業所は、地元の高齢者が住み慣れた地域で、自然の四季の移り変わりを感じなが
ら、のんびりゆったりと暮らせるホームとして4年前に設置された。運営母体は、訪問介
護事業や老人ホームなど、地域に密着した事業を展開している。リビングの大きな窓か
らは明るい日差しがたっぷりと入り、利用者が自宅にいるようにくつろいでいる。職員
は、重度化し意思疎通も困難になってきた利用者が多い中、しぐさや表情から思いを汲
み取り、やさしく丁寧に接している。運営推進会議は、町の職員、包括センター職員、自
治会長、民生委員、家族代表などの参加を得、2か月毎に開催し、入居者の状況、行
事、事故報告等を行い、意見・要望を受け、サービスの向上に活かしている。家族は、
親身な介護に安心している。毎年本部で主催する盆踊りには、利用者、近隣の住民、
職員の家族等が集い、屋台などもあり皆の楽しみになっている。地域に密着し、利用者
の思いを大切にした、家庭的で温かな事業所である。

基本情報リンク先URL

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

http://www.kaigokensaku.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_2014_022_kani=tr
ue&JigyosyoCd=0196400063-00&PrefCd=01&VersionCd=022

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

項　　目

56

特定非営利活動法人　福祉サービス評価機構Ｋネット

札幌市中央区南６条西１１丁目1284番地4　高砂サニーハイツ401号室

3. 家族の１/３くらいと

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

1. ほぼ全ての家族と

63

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

3. 利用者の１/３くらいの

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
64

3. たまにある

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

4. ほとんどいない

3. たまに

4. ほとんどない 4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

66

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
3. 利用者の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
61

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく
過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない



NPO法人　福祉サービス評価機構 Kネット

次のステップに向けて期待したい内容

会議のメンバーは、自治会の会長、民生委員役員、町の
担当職員、入居者ご家族様と幅広い方々に参加して頂
いている。行事や現状の活動、事故報告やヒヤリハット
などの報告をし、皆様より貴重なアドバイスを頂いてい
る。



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容

ご利用前よりキーパーソンとなる方を中心に話し合いの
場を設け、ご家族様の思いや施設側へ期待することを
しっかりと聞き対応している。その際、苦情などはいつで
も直接電話などで受けることを付け加えている。



次のステップに向けて期待したい内容

日常の会話やちょっとした表情や態度から入居者様の思い
を知り、職員で話し合い、出来るだけ入居者様の意思に沿っ
た暮らしが継続できるように心がけている。意思を伝える事
が困難な入居者様に対しては、ご家族と話し合い、本人本
位に検討している。

個別のアセスメントに日々の状態を記入し、入居者様の
状態を総合的に把握している。状態に変化が生じた際
は、朝のミーティングや毎月の職員会議の議題にあげ、
支援内容の検討を行っている。



次のステップに向けて期待したい内容



次のステップに向けて期待したい内容

重度化し食がおちてきている方には、ご家族へ連絡し、
本人が昔好んで食べていた食べ物なども聞き、速やか
に提供出来るように支援している。

薬は個別に保管しており、薬についての把握や確認が
出来るよう、薬情シートもファイルしている。２重確認する
ことで、誤薬の防止にも努めている。

一人一人の生活のリズムや習慣、状況に応じて支援し
ている。また、眠れない時には安心する声かけや話を聞
いたり、時には添い寝をしたり、眠れない時には職員と
会話をし、安心して眠れる環境作りに努めています。

便秘しやすい方には、牛乳やヨーグルトなど便通に良いとさ
れている食物の提供や歩行等の運動による、自然排便を促
している。それでも便秘が改善されない際は、医師と相談し
ながら、下剤を使用し、出来るだけ身体に負担のかからない
対応を心がけている。



次のステップに向けて期待したい内容

施設内はバリヤフリーで、廊下やトイレ等に手すりを設
置しており、歩行や排泄時等、安全に移動出来るように
配慮している。且つ居室には、表札が掛けてあり、自分
の居室だと分かるように工夫している。

定期的に電話を掛けることが出来る方は２名。１名の方
は毎週日曜日に、家族から電話が来ている。もう１名の
方は月に２回家族の方へこちらから電話を掛けさせて頂
いている。


